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台風被災地の観光需要喚起…最大１人１泊５,０００
県内でも旅行・宿泊料割引制度「ふっこう割」実施中

２月１２日（水）から３月２５日（水）まで、令和2年第一回定例会が開催されま
す。昨年の台風被害を踏まえた水害対策等、令和２年度の予算議案が提出さ
れます。また、昨年10月から始まった幼児教育・保育の無償化などにより児童
関係費が増額となる見込みです。関係費が増額となる見込みです。

ふっこう割は、神奈川県
に宿泊する場合、最大で１

人１泊 5 , 0 0 0円となります
が、他県での宿泊は割引金額などが
異なります。また、台風19号の影響で
土砂崩れ等が発生したことにより、現
在も箱根湯本駅から強羅駅の区間で
運休となっている箱根登山鉄道に対
して、箱根町では「箱根登山鉄道への
支援」を目的としたふるさと納税を実
施してます。更に、新型コロナウイル
スによる肺炎の感染拡大で中国政府
が団体旅行客の海外渡航を禁止した
ことにより、県内の観光業に大きな影
響が出てくる事が懸念される事から、
引き続き支援する必要があります。

絹 世 の

　昨年９～１０月、日本列島を襲った台風１５
号、１９号は各地に大きな災害をもたらしまし
たが、国は被災地域の復興支援策の一環とし
て、これらの地域の観光需要を喚起するた
め、昨年末から「ふっこう割」制度をスタート
させました。対象地域への国内外の旅行・宿
泊者が一人一泊で最大5,000円の割引を受
けられるようにする制度です。東北・関東・甲信越静の１４都県が対象で、財源は全額国が負担。台風
19号で災害救助法の適用を受けた被災地を持つ神奈川県でも19市町村で実施されています。期
間は2月28日まで（支援金が予算額に達した場合はその時点で終了）です。

　「ふっこう割」の財政支援は同法の適用地域にかかわる旅行業者、宿泊事業者、ＯＴＡ（楽天トラベ
ルなどネットによる宿泊予約サイトを運営する業者）
に対して行われるものですが、これらの業者は「ふっ
こう割」を利用してホテル・旅館を割引価格で旅行者
へ販売する形をとっています。割引額は旅行者が１
泊１万円以上の旅行・宿泊を利用する場合１人５,００
０円。１泊６,０００円以上１万円未満の旅行・宿泊利用
の場合は1人３,０００円。６,０００円未満はなし。「ふっ
こう割」は実施期間中、何度でも利用できますが1回
の旅行につき「日本人旅行者は1万５,０００円」「外国
人旅行者は５万円」が上限となっています。

　神奈川県内では３３市町村のうち横浜、横須賀、藤
沢などを除く１９市町村（川崎、相模原、平塚、小田
原、茅ケ崎、秦野、厚木、伊勢原、海老名、座間、南足
柄各市、寒川、大井、松田、山北、箱根、湯河原、愛川
各町、清川村）が対象地域となっています。割引制度
運営のため県では国から２億３,４０８万円余（このう
ち事務局運営費１,９３２万円余に）の補助金を受けて
います。「ふっこう割」を取り扱っている旅行会社や
宿泊事業者等は５０社ほどです、申込については県
のホームページでも紹介しています。
（他の都県でも都県のホームページで紹介）。



2020年2月号「vol.116」2020年2月号「vol.116」

磯子磯子磯子磯子あれ？
これ？

上町白山神社（磯子区上町１２－１１）

あらい絹世
プロフィール

●昭和43年3月8日 横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン
●自民党かながわ政治大学12期生

●平成31年4月 県議会議員3期目当選
●厚生常任委員会委員長
●議会改革検討会議委員
●グランドデザイン調査特別委員会委員
●かながわ自民党女性議員局長

あらい絹世に対するご意見・ご感想・ご要望・メッセージをお寄せ下さい FAX 045-751-7600

　1 月 18 日（土）、あらい絹世後援会による恒例の「成田詣・新春の集い」を開催
し、多くの方にご参加頂きました。今年は東京オリンピック・パラリンピックが行
われることから、「みんなのオリンピックミュージアム」をコンセプトに、見て・触
れて・体験しながらオリンピックについて学べる「日本オリンピックミュージアム」
と隣接する「新国立競技場」に立ち寄りました。

　上町白山神社の創建年代は不詳ですが、神社近くにある
真言宗の古刹「寶積寺」の境内に祀られていましたが、明
治維新の神仏分離によって、明治初年に村民有志１９名の
共有地「武蔵国久良岐郡根岸村字四百八十五番地」（現所）
に「白山社」として建立されたと伝えられています。
　ご神体は「白蛇」といわれ、境内の石塔には文政１３　
（１８１３）年庚寅３月と刻まれています。
　資料によると、明治２３（１８９０）年１１月１７日に
米や酒を供えた祭礼があり、その後氏子の会発足を記念し
て毎年１１月１７日に祭事がおこなわれています。氏子の
会では発足 1１0周年、120 周年を記念して「上町・白山さまの歴史」という記念誌を作っています。
　昔は、「歯」の神さまとして崇拝され、「子供の歯が生え変わる時や、虫歯が出来た時などはお参り
に行った経験がある。」と地元の高齢者の方が話してくれました。　白山神社境内の案内、地域の方のはなし

「氏子の会」発行の記念誌


